Wittgenstein meets with Saussure by 川崎 誠
言語事実と論理 －ウィトゲンシュタイン、ソシュールに出会う－ 
































A'：Wenn man die Sätze als Vorschriften auffaßt, um Modelle zu 
〔 40 〕 
bilden, wird ihre Bildhaftigkeit noch deutlicher. 
Denn, damit das Wort meine Hand lenken kann, muß es die 
Mannigfaltigkeit der gewünschten Tätigkeit haben. 
 
B'：Un autre résultat, c'est que moins l'écriture représente ce qu'elle 
doit représenter, plus se renforce la tendance à la prendre pour 
base；les grammairiens s'acharnent à attirer l'attention sur la 
forme écrite. Psychologiquement, la chose s'explique très bien, mais 
elle a des conséquences fâcheuses. L'emploi qu'on fait des mots 
"prononcer" et "prononciation" est une consécration de cet abus et 
renverse le rapport légitime et réel existant entre l'écriture et la 
langue. Quand on dit qu'il faut prononcer une lettre de telle ou telle 
façon, on prend l'image pour le modèle. 
 
 今度は一転、'Modell'：'modèle' という語の一致と、'etw als etw auffassen'：
'prendre qc pour qc' という構文の対応－"man die Sätze als Vorschriften 
auffaßt"："on prend l'image pour le modèle"－が容易に見てとれる。




'la forme écrite（書かれた形態）' だから、'Vor-schrift (>vor-schreiben)' に通
じる。そこで A は「（指図書たる）命題の像的性格［形象性］ihre Bildhaftigkeit
が一層明瞭となる」と説くのである。さらに 'Vorschrift' が "il faut prononcer 
une lettre de telle ou telle façon" と指示することは、とりもなおさず "das 
Wort meine Hand lenken kann" ということである。つまり 'Vorschrift' は
「基礎 base」である。 




〔 41 〕 
と発音との食い違い le désaccord entre la graphie et la prononciation」の具
体例としてフランス語 roi・loi の変遷を挙げるとき、それは『考察』2 パラ
グラフ「（語のもつ）望まれた活動の多様性 die Mannigfaltigkeit der 
gewünschten Tätigkeit」を読み解く参考資料になる。 
 
＜講＞ こう発音した： こう書いた： 
  11 世紀には……1. rei、lei rei、lei 
  13 世紀には……2. roi、loi roi、loi 
  14 世紀には……3. roè、loè roi、loi 
  19 世紀には……4. rwa、lwa roi、loi   （p.44） 
 
 この変遷をもとに、語に「望まれた活動」の何であるかを考えてみる。上
述のようにここでの「語」は「話された語 le mot parlé」でなく「書かれた
語 le mot écrit」である（p.116）。だから語に「望まれた活動」とは「書かれ
た語に望まれた活動」である。11 世紀および 13 世紀には、「rei と発音し、
rei と書いた」・「roi と発音し、roi と書いた」。すると「書かれた語に望まれ
た活動」は「語のなかに継起する音のつながりを再現する」（p.42）ことにあ














 さて『考察』10 節には続きがある。奥訳で示す。 










 roi に関して次の諸命題が作られる。 
  11 世紀に話された語 rei は rei と書かれた。 
［書かれた語は話された語である。］ 
  13 世紀に話された語 roi は roi と書かれた。 
［書かれた語は話された語である。］ 
  14 世紀に話された語 roè は roi と書かれた。 
［書かれた語は話された語でない。］ 




上 3 パラグラフ。 









かに見えるのである－原文は 'die Mannigfaltigkeit der Sätze, die etwa 












i （11 世紀に）書かれた語は話された語でない。 
ii （13 世紀に）書かれた語は話された語でない。 
iii （14 世紀に）書かれた語は話された語でない。 
iv （19 世紀に）書かれた語は話された語でない。 
 この四つの否定命題のうち、i と ii は偽であることで「書かれた語が継起









 『考察』10 節に対応する『大論理学』の叙述は次である（存在論第 1 編第
1 章存在 B 無 1 パラグラフ 第 2 文）。寺沢恒信による初版訳を借用する。 
 
 ＜大＞ それは自己自身との単一な相等性であり、完全に空虚であるこ
と、規定や内容の欠如していることである。Es ist einfache Gleichheit mit 






























よ。Vergleiche ‘logisch möglich’ mit ‘chemisch möglich’. 人は例えば、正し
い原子価をもつ構造式（例えば H－O－O－O－H）が存在する結合を、化学
的に可能と呼ぶことができよう。Chemisch möglich könnte man etwa eine 
Verbindung nennen, für die es eine Strukturformel mit den richtigen 
Valenzen gibt (etwa H-O-O-O-H). もちろん、このような結合が存在する必
要はない Eine solche Verbindung muß natürlich nicht existieren；しかし
また、HO2という式は、現実性における如何なる結合にも対応することがで
きない。 aber auch einer Formel HO2 kann nicht weniger in der 
Wirklichkeit entsprechen, als keine Verbindung. 
 
 ＜化学的に可能＞との関連で、『講義』から次を引く。なかに「物化学」と
あるのは 'chimie' の訳語だが、一般には「化学」と訳されよう（１）。 
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 そこで『大論理学』の叙述（本質論第 1 編第 1 章仮象 C 反省 1 パラグ




と同じものである Der Schein ist dasselbe, was die 
Reflexion ist； 
 




































wir den Satz mit einem Bild vergleichen, so müssen wir bedenken, ob mit 
einem Porträt (einer historischen Darstellung) oder mit einem Genrebild. 




ている」。Wenn ich ein Genrebild anschaue, so 'sagt' es mir etwas, auch 
wenn ich keinen Augenblick glaube (mir einbilde), die Menschen, die ich 










  ＜論理的に可能＞：風俗画 
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 さて「肖像画 Porträt」も「風俗画 Genrebild」も、ともに「画（像）Bild」
ではある－'Porträt = Bild eines Menschen'－。けれども両者は区別さ




反省としての反省である aber er ist die 
Reflexion als unmittelbare； 
 前文から一歩を進めたこの叙述の 522 節との対応は次である。 




















に存立していることである。D.h., daß es mir etwas sagt, besteht in seiner 
eigenen Struktur, in seinen Formen und Farben. （人が「この音楽の主題
は私にそれ自身を言っている」と言うとき、それは何を意味するか。Was 















 「将棋の競技が、そっくり諸種のこまの組合せにある」は原文で "le jeu 











その具体的単位の対立にもとづく体系という特質をもつ la langue a le 
caractère d’un système basé complètement sur l’opposition de ses unités 
concrètes」のである。 






外国語の単語を使うのである。für den in sich gegangenen, hiermit seiner 
Unmittelbarkeit entfremdeten Schein haben wir das Wort der fremden 





















〔 50 〕 
たことを自明とは見ず、そうではなくて独特な真相と見よ。Sieh es nicht als 
selbstverständlich an, sondern als ein merkwürdiges Faktum, daß uns 
Bilder und erdichtete Erzählungen Vergnügen bereiten；［それらは］われ
われの精神を遊ばせているのだ。unsern Geist beschäftigen. 
 （「それを自明と見るな」－このことは次を意味する：君を不安にする他
のことについてと同じく、それを不思議に思え。 “Sieh es nicht als 
selbstverständlich an” － das heißt：Wundere dich darüber so, wie über 
anderes, was dich beunruhigt. 君が或る事実を他の事実と同じだと受け入
れることで、問題となっていることがそのときには消滅してしまうだろう。
Dann wird das Problematische verschwinden, indem du die eine Tatsache 
so wie die andere hinnimmst.） 
［誰でも知っているナンセンスから誰も知らないナンセンスへの移行。
Übergang von einem offenkundigen zu einem nichtoffenkundigen 
Unsinn.］ 
 
 「でっち上げられた話 erdichtete Erzählung」ということで何を想起する




フランス語の coute-pointe（couette「掛けぶとん」の傍形 coute と、poindre








 さて 'erdichtete Erzählung' を仏語訳『探究』は 'les récits imaginaires
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反省 2 パラグラフ 第 1 文）。 
 













 'selbstverständlich' を承けての  'offenkundig' だが、「とんちんかん









er das gesagt hatte, verließ er sie wie am vorigen Tage."－私はこの文を
〔 52 〕 
理解しているか。Verstehe ich diesen Satz? 私はこれを、或る報告の経過
中に聞くのと同じように理解しているか。Verstehe ich ihn ebenso, wie ich 
es täte, wenn ich ihn im Verlaufe einer Mitteilung hörte? もしこの文が
切り離されていれば、私はそれが何を扱っているのか分からない、と言うだ
ろう。Steht er isoliert da, so würde ich sagen, ich weiß nicht, wovon er 
handelt. しかし私は、この文をどんな場面で使うことができるかは分かっ
ているだろう Ich wüßte aber doch, wie man diesen Satzt etwa gebrauchen 
könnte；私はこの文のコンテキストを考えつくことができよう。ich könnte 
einen Zusammenhang für ihn erfinden. 
（たくさんのよく知られた小道がこのことばからあらゆる方向に通じてい






 ＜講＞ 二個の文肢：lafo‛rsdüvã 'la force du vent' および abudfo‛rs 'à 
bout de force' があるとする：いずれにおいても、同一の概念が同一の音
切片 fo‛rs と合致する；それゆえこれはたしかに一つの言語単位である。し
かし、ilməfo‛rsaparle.  'il me force a parler' では fo‛rs はまるでちがった意
味をもつ；それゆえこれは別の単位である。（同） 
 
 つまり 525 節に準えて、「私は fo‛rs を理解しているか。私はこれを、話線
のなかで dans le discours 聞くのと同じように理解しているか」と問うこと
ができる－「話線のなかで」とはすなわち「統合 syntagme において」で
あるから、「或る報告の経過中に im Verlauf einer Mitteilung」ということで





〔 53 〕 
だろう。しかし私は、fo‛rs をどんな場面で使うことができるかは分かってい
るだろう；私は fo‛rs のコンテキストを考えつくことができよう－'la force 
du vent'・'à bout de force'、そして'il me force à parler'－。」 
 'la force du vent' および 'à bout de force' の限り「fo‛rs はたしかに一つの
言語単位である」が、しかし「'il me force a parler' では fo‛rs はまるでちがっ
た意味をもつ」。そこで（ ）内の叙述「たくさんのよく知られた小道がこの
ことばからあらゆる方向に通じている」と次の対応が見出される。 
たくさんのよく知られた小道：「別の単位 une autre unité」である名詞
force と動詞 force 
このことば：同一の音切片 fo‛rs 
あらゆる方向 alle Richtungen：まるでちがった意味 un sens tout 
différent（'alle Richtungen' は仏語訳『探究』で 'toutes les directions' だ
が、その 'direction' の類語が 'sens'［方向］である） 
 『大論理学』は前文「本質は反省である」を承けて次を説く（C 反省 2





すぎない。die Bewegung des Werdens und Übergehens, das in sich 
selbst bleibt, worin das Unterschiedene schlechthin nur als das an sich 





ている成と移行との運動」。「自己自身のうちにとどまっている in sich 
selbst bleibt」ので「よく知られている wohlbekannt」。 
このことば：自己自身 
あらゆる方向：「区別されたもの」。「自己自身のうちにとどまっている成





526 像・素描を理解するとはどういうことか。Was heißt es, ein Bild, eine 
Zeichnung zu verstehen? ここにも理解する運動と理解しない運動とがあ
る。Auch da gibt es Verstehen und Nichtverstehen. そしてまたこの諸表
現が差異されたことを意味しうる。Und auch da können diese Ausdrücke 
verschiedenerlei bedeuten. 像は例えば静物画だ Das Bild ist etwa ein 
Stilleben；しかしその一部について私は理解できない：そこに物体を見るこ
とができず、カンバスの上に色彩斑だけを見る。einen Teil davon aber 
verstehe ich nicht：ich bin nicht fähig, dort Körper zu sehen, sondern sehe 
nur Farbflecke auf der Leinwand.－あるいはすべてを物体的には見るが、
私の知らない対象がある（それらは器具のように見えるが、それらの使用を
私は知らない）。Oder ich sehe alles körperlich, aber es sind Gegenstände, 
die ich nicht kenne (sie schauen aus wie Geräte, aber ich kenne ihren 
Gebrauch nicht).－しかしひょっとすると私は対象を知っているのだが、
別の意味で－すなわちそれらの配置を理解していないのだ。Vielleicht 












〔 55 〕 
それにみじんの変化をも加えることを慣用が禁じているのである（参照、
à quoi bon? allons donc! etc.）。同じく、程度はおとるが、このような
表現がある：prendre la mouche、forcer la main à quelqu’un、rompre une 
lance、あるいはさらに avoir mal à (la tête、etc.)、à force de (soins、etc.)、
que vous en semble? pas n’est besoin de …、etc.、これらの慣用的特質
はその意義ないし統辞法の特異性からくる。（同） 
 




例えば 'à quoi bon?' だが、私は 'à'・'quoi'・'bon' のそれぞれについては「理
解する」が、「統合」である 'à quoi bon?' は「理解しない」。「そこに物体を
見ることができず、カンバスの上に［印象派風の］色彩斑だけを見る」はこ
のことを謂う－なお「物体 Körper」の仏語訳は 'corps' で、これについて
は次の使用例が『講義』に見られる：「（或る資料 matière が）現実的・具体
的要素となるには、いやしくもその価値をまとい、それと一体とならねばな
らない il ne devient élément réel et concret qu’une fois revêtu de sa valeur 
et faisant corps avec elle」（p.154）。つまり 'Körper' は「統合において」価
値をまとっている、そのような「物体」である－。 










〔 56 〕 
 さらに「avoir mal à (la tête、etc.)、à force de (soins、etc.)、que vous en 





異性 la particularités de leur syntaxe）を理解していない」と謂う。 





への関係である。In dem Werden des Seins 
liegt der Bestimmtheit das Sein zugrunde, und sie ist Beziehung auf 
Anderes. 
 














主題を理解する運動に親和的である。Das Verstehen eines Satzes der 
Sprache ist dem Verstehen eines Themas in der Musik viel verwandter, 
als man etwa glaubt. しかし私が私念するのは次のことである：言語的命
題を理解する運動は、人が考えているよりも、音楽の主題の普通の理解と呼
ばれているものに近接している。Ich meine es aber so：daß das Verstehen 
des sprachlichen Satzes näher, als man denkt, dem liegt, was man 
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gewöhnlich Verstehen des musikalichen Themas nennt. なぜ強弱やテン
ポがまさにこの線において運動すべきなのか。Warum sollen sich Stärke 
und Tempo gerade in dieser Linie bewegen? 人は次のように言いたがる：
「それらすべてが何を意味するか私は知っているのだから。」Man möchte 
sagen："Weil ich weiß, was das alles heißt." しかし、それは何を意味する
のか。Aber was heißt es? 私にはそれをどう言うべきか分からないだろう。
Ich wüßte es nicht zu sagen. 「説明」のために、私がそれを、同じリズム
（私が私念するに同じ線）をもっている何か別のものと比較することはでき
よう。Zur 'Erklärung' könnte ich es mit etwas anderem vergleichen, was 
denselben Rhythmus (ich meine, dieselbe Linie) hat. （人は言う：「分か
らないか、それは或る結論が引き出されているようなものだ」、あるいは：「そ
れはいわば括弧である」等。Man sagt："Siehst du nicht, das ist, als würde 
eine Schlußfolgerung gezogen" oder："Das ist gleichsam eine Parenthese", 
etc.. 人はこのような比較をどのように根拠づけるのか。Wie begründet 
man solche Vergleiche?－きわめて多種多様な根拠づけがある。Da gibt es 
sehr verschiedenartige Begründungen.） 
 











そのアクセントとは、一つの発声行為しか構成しない la syllabe et son 
accent ne constituent qu’un acte phonatoire」からである－もし「さまざ








だ脇のものとの諸種の対立があるのみだ il y a seulement des oppositions 
diverses avec ce qui est à côté」ということ。その例として次が挙げられる。 
 
 ＜講＞ われわれは “que vous dit-il?” という文を発音するせつな、潜
在的統合型のうちの一要素をすえかえる：例えば “que te dit-il?”－ 
“que nous dit-il?”、etc.、このようにしてわれわれの選択は代名詞 vous の
上に落ち着くのである。（p.181） 
 
 「われわれが潜在的統合型のうちの一要素をすえかえる nous faisons 
varier」ということは、「同じ（話）線をもっている何か別のものと比較する
こと」である。そして「このようにしてわれわれの選択が代名詞 vous の上
に落ち着く notre choix se fixe sur le pronom vous」ならば、「代名詞 vous」
という「或る結論が引き出されている」と言えよう。そこで “que (  ) dit-il?” 
と表わせば「われわれがすえかえる」要素は「いわば括弧である」。また「わ
れわれの選択」は「代名詞 vous」以外にも「動詞 dit」・「代名詞 il」・「疑問
代名詞 que」の「上に落ち着く」が、これは「このような比較」には「きわ
めて多種多様な根拠づけがある」ということにほかならない。 






reflektierende Bewegung hingegen ist das Andere als die Negation an 
sich, die nur als sich auf sich beziehende Negation ein Sein hat. 
 
 前文で「存在の［領域における］成 das Werden des Seins」を説いたのに
対して、ここでは「反省の運動」である－後には「本質における成・すな
わち本質の反省する運動 das Werden im Wesen, seine reflektierende 
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Bewegung」とある－。前者は「規定態は他者への関係である」が、後者






Man könnte sich Menschen denken, die etwas einer Sprache nicht ganz 
Unähnliches besäßen：Lautgebärden, ohne Wortschatz oder Grammatik. 








のフランス語の coute-pointe（couette「掛けぶとん」の傍形 coute と、poindre
「刺す」の過去分詞 pointe から）は courte-pointe と変じた、あたかも形容




 すると 'courte-pointe' は「或る言語（古フランス語 l’ancien français）に
まったく似ていないでもないもの」である。それは「奇形 déformation」す
なわち「語彙あるいは文法をもたない音の振舞い」である。そして「民間語
源説のやり口はいささかでたらめ au hasard であって、とんちんかん
coq-à-l'âne に堕する気味がある」から、「舌でしゃべる Mit Zungen reden」
と謂うのである－'au hasard'：「行きあたりばったり」、'coq-à-l'âne'：「話
の飛躍・支離滅裂な話」。なお "Mit Zungen reden." は仏語訳『探究』で 
〔 60 〕 
"Parle en langues." だが、langue' は「舌」・「言語」の両義をもつ。また 
'coq-à-l'âne' は独語訳『講義』で  'Klangscherze' である。つまり  "Mit 
Zungen reden." そのものがウィトゲンシュタインの諧謔Scherzである－。 







しての否定が現存しているのである。Oder indem diese Beziehung auf 
sich eben dies Negieren der Negation ist, so ist die Negation als 
Negation vorhanden, als ein solches, das sein Sein in seinem 
Negiertsein hat, als Schein. 
 









529 「しかしここで諸々の音の意味は何であろうか。」"Was wäre aber hier 
die Bedeutung der Laute?"－それは音楽では何であるか。Was ist sie in 
der Musik? こうした音の振舞いをする言語は音楽と比較されるべきだ、と
言おうとするのではないが。Wenn ich auch gar nicht sagen will, daß diese 
Sprache der klanglichen Gebärden mit Musik verglichen werden müßte. 
 
 'courte-pointe' は 'coute-pointe' に「まったく似ていないでもない」。け
れども両者の音は異なるのだから、「ここで諸々の音の意味は何であるか」が
問われよう。『大論理学』（C 反省 2 パラグラフ 第 6 文）が応じる。 
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である。Das Andere ist hier also nicht 
das Sein mit der Negation oder Grenze, sondern die Negation mit der 
Negation. 
 





















ありえよう。Es könnte auch eine Sprache geben, in deren Verwendung die 
'Seele' der Worte keine Rolle spielt. そこでは、例えば勝手に造られた新し
い語に或る語を置き換えても、われわれはまったく気にかけない。In der uns 



















が「ひとりでにおこなわれる se fait tout seul」から・換言して「意志の不在
こそまさに接着の本質的性格 un caractère essentiel だ」（同）からである。 






対的否定態にすぎない。Die Erste aber gegen dies Andere, das 
Unmittelbare oder Sein, ist nur diese Gleichheit selbst der Negation 












て置き換えられうる、そうした意義において理解する Wir reden vom 
言語事実と論理 －ウィトゲンシュタイン、ソシュールに出会う－ 
〔 63 〕 
Verstehen eines Satzes in dem Sinne, in welchem er durch einen andern 
ersetzt werden kann, der das Gleiche sagt；しかしまた、それが他のどんな
命題によっても置き換えられることはできない、そうした意義においてとい
うこともある。aber auch in dem Sinne, in welchem er durch keinen 
andern ersetzt werden kann.（或る音楽の主題が別の主題によって置き換え
られることができないのと同様に。So wenig, wie ein musikalisches Thema 
durch ein anderes.） 
 或る場合には、命題の思想は差異された諸命題に共通なものである Im 
einen Fall ist der Gedanke des Satzes, was verschiedenen Sätzen 
gemeinsam ist；他の場合には、［命題の思想は］そのことばのみがこの配置
において表現している何かである。im andern, etwas, was nur diese Worte, 








＜講＞ ラテン語の名格 honor は類推形である。はじめ honōs：honōsem
といったのが、のち s の r 音化のために honōs：honōrem となった。以来、
語幹は二重の形態をもつことになった；この二重性は、ōrātor：ōrātōrem、
etc.をモデルにして作られた新語形 honor によって除かれた；（p.225） 
 
















 「競争形がそれに取って替わるすきもなく sans qu’aucune forme 
concurrente soit venue le supplanter」とは、agunt が「他のどんな命題に
よっても置き換えられることができない」ことを意味するからである。 









在する基体でもない。Diese Gleichheit mit sich oder Unmittelbarkeit ist 
daher nicht ein Erstes, von dem angefangen wird und das in seine 
Negation überginge, noch ist es ein seiendes Substrat, das sich durch 











































れば、agunt が「無傷で伝承された s’est transmis intact」ことの次の把握
である。『講義』が詳述する。 
 
















まれている encadré dans un système」から・すなわち「ag-と-unt とが他







は言うまでもない。また 'Gedicht' は 'Dichtung in einer bestimmten Form 









る、と私は言いたい。Ich will lieber sagen, diese Gebrauchsarten von 








 『大論理学』（C 反省 2 パラグラフ 第 9 文）が答えを与える。 
言語事実と論理 －ウィトゲンシュタイン、ソシュールに出会う－ 
〔 67 〕 
 ＜大＞ そうではなくて、［前述の］直接態とはこの運動そのものにほか



































〔 68 〕 
 フランス語 dites の語幹は dis-であるから－je dis・tu dis・il dit・nous 
disons・vous dites・ils disent－、対応するラテン語 dīc-itis のようには「動
詞屈折のうちに支柱 point d'appui をもたない」。そこで「言語はそれの代わ
り（になる支柱）を求め la langue cherche à le remplacer」、plaisez にならっ















るところ、それは 1916 年『講義』出版の直後であった。『草稿 1914-1916』




1916 年 4 月 27 日（再開 6 回目） 
 私は相互に交換不可能な三個の独立変項からなる関数を表わそうとした、
と言おう。Sagen wir, ich wollte eine Funktion von 3 unter einander 
unauswechselbaren Argumenten darstellen.  









ひとはとかく honor を、honōs の変更、「音相変形」と考えたがる；それ
はこのあとの語からその実体のおおかたを引きだしたに相違ない、と思う。
あにはからんや、honor の産出にあたってなに一つしない唯一の語形はと




















語訳『講義』で 'ersetzen'、つまり 'auswechseln' の類語である－。 
 
1916 年 5 月 11 日（再開 8 回目） 
 |p  |(a,a) 
〔 70 〕 
 二つの基底をもつ操作もやはり存在する。Es gibt eben auch Operationen 
mit zwei Basen. そして '|'操作はこの種のものである。Und die '|'- 




 ＜講＞ ラテン語の crispus「波立った、縮れた」は、フランス語に語
幹 crép-を供した、これから動詞 crépir「しっくいを塗る」および décrépir
「しっくいをおとす」ができた。一方、ある時代に、ラテン語から dēcrepitus
「老いぼれた」という語を借用した；これの語源は不明だが、これから












手の大衆が"un mur décrépi" と "un homme décrépit" とのあいだに、関係
をつけている」のはすなわち「'|'操作」（同時否定）である。「歴史的に見れ
ば、この二つの語はもともと他人どうしである」にもかかわらず、「某家の表
構えは décrépit だ」のように、いまや一語に扱われるからである。 
 
1916 年 12 月 2 日（再開の最後から 4 番目） 
 φa の代わりに (ax)φx と書くならば、一般性の指示と独立変項との類似が
示される。Die Ähnlichkeit der Allgemeinheitsbezeichnung mit dem 
言語事実と論理 －ウィトゲンシュタイン、ソシュールに出会う－ 
〔 71 〕 









 古くは kranz：kranza であったのが、Gast：Gäste 等からの類推によっ
て Kranz：Kränze（kranz：krenze）になった。上述 4 月 27 日に準ずれば
x：「正統の・世襲の伝承型（kranza）」、φ( )：「競争者を作りだした諸形態か
らなる群衆（Gast、Gäste、Kranz、etc.）」、φ(x)：「競争者（Kränze）」で
ある。この (x)φx（一般性の指示）に対して、(ax)φx に Tag：Tage を見るこ
とができる。奥雅博にならい (ax)φx を (a=x)φx と見る。すると「正統の・
世襲の伝承型」x は「a（現実的な独立変項）」・すなわち Tage である。だが
これは「類推の
．．．．











complètement étrangères である。（p.119） 
 
と説くように、「論理的なもの」の探究は史実に無関心 gleichgültig；étranger







Wittgenstein, L., Philosophische Bemerkungen. Suhrkamp. 
Saussure, F. de, Cours de linguistique générale. Payot. （小林英夫訳『一般言語学
講義』 岩波書店） 











知っているナンセンスへ移行すること。Was ich lehren will, ist：von einem nicht 
offenkundigen Unsinn zu einem offenkundigen übergehen. 
 




はなく、仮象はその内容を直接にもっているのである。aber welchen er hat, ist 









〔 73 〕 
ある。 
（３）邦訳書は第 8 文・第 9 文を一つの文に訳す。 
（４）「そのなかで同一性が表現されているあの命題
．．．．
［すなわち、A は A である］とい
．．
う形式
．．．
のうちには単一な・抽象的な同一性より以上のもの
．．．．．．．
が含まれている、［すな
わち］この形式のうちには反省の純粋な運動が含まれていて、この運動において
は他者はただ仮象として・直接的な消失する運動として現われるにすぎない；「A
は」とは［叙述を］始める運動であって、それをめざして［この A が］こえ出て
ゆかれるゆえんの或る差異されたものがこの運動にとって思い浮かべられてい
る；」（p.54） 
（５）「（或る状態での）慣用的なもの」において普遍性・特殊性・個別性は「同じ一
つの反省」（p.279）である。つまり「概念」は「特定共時態 idio-synchronie」
－'idio-'：「特殊な」－のうちにあるゆえ、「特殊性 Besonderheit；particularité」
である。 
